
第4節　陰田遺跡群の性格について

今回の調査は、6遺跡に及ぶものであった。道路の建設予定ルート上ということもあり、見かけ上は一直線上

に並ぶ配置となるわけだが、その間に2つの丘陵と2つの谷を挟んでいる。厳密に地理的な区分をすれば、遺跡

間で水系を異にすることになるわけであるが、併行する時期に、極めて類似した構造の建造物を設けており、遺

跡相互の関連は、地形を越えてかなり密接なものであったと言わざるを得ない。その広がりは、奥陰田地区や新

山地区にまで及ぶものと思われ（註1）、遺跡群を形成した集団の属性について解明を試みるのであれば、マク

ロな視野に基づいて、検討を加えることが不可欠であろう。当節においては、限られた範囲ではあるが、調査に

よって得られた所見をもとに、敢えてこの課題に取り組み、調査結果の纏めとしたい。検出した遺構の時期は、

弥生時代後期から近世に至るが、ここでは古墳時代後期から奈良時代にかけての遺構に限定して論じたい。

まず、調査範囲全体での居住遺構の構成を示すと、テラス状遺構40基、竪穴住居跡11棟となる。低湿地に立地

する陰田小犬田遺跡以外の、丘陵部に位置する各遺跡では、何らかの居住施設が構築されている。建造物を構築

するには、必ずしも適地とは言い難い立地条件のためか、陰田第6遺跡以外では、集落規模が限定されているよ

うである。下表は、6世紀後葉から8世紀後半にかけての陰田遺跡群における遺跡の消長を示すものである。時

期は、陰田の須恵器編年（註2）に準拠し、陰田の4式から10式にいたる期間に、それぞれ便宜上I～VIIの時期

遺　 跡　 名

時　 期 I II III IV Ⅴ V I V II

テ

ラ

ス

望

退
構

竪

穴

住

居

跡
実 年 代

6C 後 葉

6 C 末 ～

7 C 初 頭

7 C 前 葉 7 C 中 葉 7 C 後 菓 7 C 末 ～

8 C 前 半

8 C 後 半

陰 田 横 穴 群 ◎A 群 ＊＊ ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊ ＊

陰 田 横 穴 群 ◎B 群 ＊ ＊ ＊＊ ＊

陰 田 5 5号 横 穴 ＊

陰 田 第 6 遺 跡 ＊ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊ 2 3 7

陰 田 マ ノ カ ン ヤ マ 遺 跡 久 幸 池 地 区 ＊ ＊ 1 1

陰 田 荒 神 谷 遺 跡 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊＊ 9 3

陰 田 マ ノ カ ン ヤ マ 遺 跡 堤 ノ 下 地 区 ＊ 2 0

陰 田 ヒ チ リザ コ遺 跡 （＋ ） ＊＊ ＊ ＊＊ 5 0

（＊－1～2、＊＊－3～4、＊＊＊－5～6、＊＊＊＊－7～8、＊＊＊＊＊－9～10、＊＊＊＊＊＊一11以上の世帯数を表す。）

（＋）は、遺構は存在したが世帯数が不明であることを示す。

表1　陰田遺跡群の消長
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名を付した。＊のマークの数は、凡例のとおりの世帯数を

示す。横穴の場合は1基につき1世帯と数え、追葬して複

数の時期にまたがる場合は、それぞれの時期でまた1基ず

つに数えるものとする。居住遺構の場合は、1遺構につき

1世帯と数え、時期を越える場合は、またその時期で1世

帯と数えるものとする。時期を越えない建物の建て替えは

複数に数えないものとした。世帯数を厳密に集計するもの

とは言い難いが、遺跡の消長を傾向として表す指標と理解

されたい。この表によれば、陰田第6遺跡は、II期からIV

期にかけて世帯数が最盛期を迎えると言える。Ⅴ期に空自

を挟んで、再びVI、VII期に世帯の居住が認められる。陰田

マノカンヤマ遺跡久幸池地区では、I期に竪穴住居1棟が

構築され、以後VII期のテラス状遺構の構築まで空白期が続

く。ただし、このテラス状遺構は通常の居住遺構とは性格

を異にすると思われる。陰田荒神谷遺跡では、II期から世

帯の居住が始まり、VII期まで続くが、VI期から世帯数の増

加が認められる。陰田マノカンヤマ遺跡堤ノ下地区では、

VII期にのみ認められる。陰田ヒチリザコ遺跡では、IV期に

遺跡の形成が始まるが、Ⅴ期にテラス状遺構の改築が行わ

遺跡名 遺構名 出土重皇 時期 備考

陰田第 6 S I －11 45 g II～III

炉壁

炉壁

遺跡 S S － 5 190 g III～IV

S S － 9 527 g IV

S S －16 85 g VII

陰田マノカ S S － 1 4，600 g フ 羽 口

ンヤマ遺跡

堤ノ下地区

S S － 2 1，100 g VII 羽 口

炉壁

陰田ヒチ リ

ザコ遺跡

S S －5 1，120 g V 、VII

陰田荒神谷 S S －0 7，600 g V I 羽口

遺跡 S S －6 150 g ？

表2　鉄澤出土遺構

れ、VII期まで居住が続く。

さて陰田第6遺跡は、その最盛期の重複や位置関係から、陰田横穴群を墓域とする集団の1つであったと推察

する。ここで着目したいのは、陰田第6遺跡のⅤ期の空白期である。厳密には、空白期と称するのは適切ではな

い。陰田55号横穴の構築が試みられるからである。結局未完成のままで放棄されるわけであるが、従前まで集落

であった場所への造墓行為は、集落の廃絶を意図するものといえる。Ⅴ期は、横穴群全体でも造墓の最終段階と

言え、VI期以降新たな横穴の構築は行われなくなる。しかし、ここで陰田第6遺跡の居住域としての機能は終焉

せず、再び集落を形成するのである。このことと呼応するような現象が、Ⅴ期以降マノカンヤマを越えた西側の

谷筋でみられる。陰田荒神谷遺跡での世帯数の増加や陰田ヒチリザコ遺跡でのテラス状遺構の改築である。陰田

第6遺跡集落の分散化を物語るものとの解釈もあろう。しかし、移住し分散化を図らねばならないほどの逼迫し

た集落の内部的な事由は見あたらない。本来陰田第6遺跡の集落は、最盛期でも10世帯前後の居住数にすぎない

のである。やはり、IV期をもって陰田第6遺跡の集落は、1度廃絶されたものと考えるべきであろう。その後、

外因的な集団構成員の移動による集落の分散化、あるいはIV期以前の集団と系譜的につながりをもたない新たな

集団の登場が考えられる。

状況証拠的な事象を、いくつか挙げてみたい。表2は、鉄棒を出土した遺構の一覧である。備考覧は、そのほ

か鍛冶に因んだ出土遺物の有無を示す。陰田第6遺跡では、II～IV期にかけての遺構とVII期の遺構から出土して

いる。炉壁片の出土から鉄器生産が行われていたことは確実とみるが、出土量的にみて極めて零細な操業と思わ

れる。陰田マノカンヤマ遺跡堤ノ下地区、陰田ヒチリザコ遺跡、陰田荒神谷遺跡では、Ⅴ～VII期の遺構から出土

しており、鉄浮の出土量は急増する。陰田第6遺跡以外では、IV期以前の遺構からの鉄棒の出土はみられない。

Ⅴ期を境に、鉄器生産の操業規模の拡大が図られたと判断する。ただし、当章第2節の「陰田遺跡群における鉄

器生産の様相」で考察したように、集団内で消費するに足る程度の鉄器の生産量にとどまるものであり、鉄器生

産集団を標樺するレベルにはないものと思われる。つまり、集団の内部的需要の増加を示すものである。

Ⅴ期を境として、出土遺物相にも変化が見受けられる。官衛的色彩を放つ遺物の出土である。Ⅴ期以降に登場

する遺物として、丹塗り土師器皿、回転台土師器、漆付着土器、製塩土器、円面硯、墨書土器、木簡が挙げられ
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る。特に文字関係の遺物（図1）は、遺跡群の性格を推察する上で重要な情報をもたらすものである。VI瑚（8

世紀後半）に比定される「舘」、「田知」、「多知」といった墨書の出土は、すなわち「館」の存在を窺わせるもの

である。「館」の機能については、郡司の官舎、公使宮人の旅舎等と考えられている。ただし一般的には、「館」

は複数の建物で構成され、その中に他を凌駕する規模、構造、格式を備えた中心的な建物を含んでいた可能性が

高いとされている（註3）。当遺跡群においては、地形的に制約されており、「館」の本来的機能を果たすべき建

物群を構築する空間的な余裕が足りないと言える。しかし、陰田小犬田遺跡から出土した多量の土器類には、供

膳具ばかりではなく、竃、髄、支脚、製塩土器（むしろ焼塩土器と呼ぶべきか）、賓などの給食具も多数含まれ

ていたことから、厨房施設の存在が推察される。また、漆付着土器や鍛冶関連遺物の出土は、工房の存在を窺わ

せるものである。木製品中にも、調度品の部材を思わせるものや、皿、箆、火撰板、柄などが含まれ、特に曲物

の底板の出土は顕著であった。断片的には、「館」の存在を指し示す状況にあるといえる。

このように、Ⅴ期以降の陰田遺跡群は、官衛的性格を帯びた地域となり、IV期以前の在来集団は、大きな転機

を迎えることとなる。よって、表1で使用した世帯数という表現は、Ⅴ期以降は不適切なものとなり、すなわち

施設の数を示すものとなる。本来施設建設に適した自然地形の希少な陰田地区に、官衛的機関を配置したのは、

やはり当地区が伯膏国と出雲国の国境にあたることが理由となろう。厩や宿泊供給施設としての役割を果たした

ものと考える。ところで、陰田遺跡群の建造物の構造が、急峻な斜面部を削平し、場合によっては岩盤に柱穴を

穿つというものであり、建設予定地選定にあたっては、敢えて建設非適地を選地している観がある。交通の要衝

であることを優先したためにやむを得ない措置をとったものともとれるが、基本的にIV期以前の在来集団の建物

構造を踏襲するものと考える。丘陵斜面部に建物を構築する技術と、鉄器を自給する技術を合わせ持つ集団が、

律令国家による交通体系の確立という時流ともあいまって、ニーズの合致する新たな勢力に、取り込まれていっ

たものと解釈する。なお、在来集団の出自については、鉄器生産技術の所有と前代に遡及しない集落の立地条件

から、渡来系集団である可能性を提示しておきたい（註4）。

Ⅴ期に相当する7世紀後葉という時代は、新羅戦や壬申の乱を経て、天武系皇統の確立に向かいだす、動乱の

時代と言われており、在地の政治的状況も混沌としたものであったと言える。その余波は陰田遺跡群にも及び、

社会構造の変換を迫られたものと思われる。

註1『新山遺跡群◎奥陰田遺跡群』一調査概報一　米子市教育文化事業団1993年

註2　萩本勝◎佐古和枝「第4節；須恵器について」『陰田』米子市教育委員会1984年

註3　山中敏史　『古代地方官衛遺跡の研究』　塙書房1994年

註4　岡山理科大学理学部亀田修一先生にご指摘いただいた。
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お　わ　り　に

まずは、御礼を申し上げたい。この3年の間に、いかに多くの方々に支えられてきたことか。調査するものの

未熱さを補い、励まし、有形、無形のご支援を数多く頂戴してきた。拙いながらも、ようやく纏めることのでき

たこの報告書を、世に出すことによって御礼に換える以外、申し上げるべき言葉を見つけられない。果たして、

ご支援に答えるに値する内容となっているのか、檀惟たる思いである。

調査に臨み、幾多の問題に遭遇した。急峻な丘陵斜面部にもかかわらず、遺構が存在すること、に、率直に驚嘆

した。先入観に惑わされた自身の不明を恥いるばかりであった。安全な作業環境の保全にいかに努めるかが、調

査員の心得の第1義であった。ゆえに、見落とされた事実も幾多、あるやもしれない。ご叱責を賜るべきと心得

る。幸いにして、大禍なく発掘作業を終えられたことに、関係者一同安堵している。

おびただしい量の鉄韓と、いかに格闘すべきかが、大きな問題であった。当初は正直言って、鉄錆の固まりに

すぎないものという印象を抱いていた。茶褐色のかたまりたちが、我々調査員に対して少しずつ口を聞いてくれ

るようになったのは、穴津義功先生のおかげである。鉄浮と遺構をいかに関連付けて語るかが大きな課題であっ

たが、先生からいただいた多くの指針をたよりに、必死に鉄浮の声に耳を傾けた。先生は、ご多忙中の身を顧み

ず、幾度となく現場に駆けつけて下さった。製鉄関連遺跡の調査に際しては、いかに綿密な方法論で臨むべき

か、そして微細な鉄片の1つ1つをも無視せず、これを集積すれば、極めて重要な事実が見つけ出せるか、身を

もってお教えいただいた。冒頭に述べたとおり、この報告書の上梓をもって、御礼に換える以外ない。

陰田地区での発掘調査に際しては、過去に陰田横穴群を調査され、重厚な報告書を纏められ、大きな業績とさ

れた、杉谷愛象氏からの直接のご教示に大いに助けられた。『陰田』の報告書を教科書とさせていただいたこと

は、言うまでもないところである。そして、遺構の時期決定にあたっては、萩原勝、佐古和枝の両氏の手による

陰田の須恵器編年に依らしていただいた。先輩諸兄の足跡に負うところ大であった。

明記させていただかなければならない方々は、幾多もいらっしゃる。紙面の都合によるご無礼を、平にご容赦

願いたい。

「道」は、山陰を東西に結ぶ幹線となる。古代において、旅客の便宜を図った遺跡の上を「道」が通過するこ

とに、歴史の輪廻を感じざるを得ない。例年にない酷暑の中で多くの汗を流し、遺跡の姿を現代に蘇らせていた

だいた、作業員の方々のお顔が忘れられない。旅人をもてなすため、山を切り拓いた古代人の姿を想像してしま

った失礼をお詫びしたい。そして何よりも、深甚の謝意を表したい。

引き続き、ご叱責、ご鞭捷いただければ、幸甚である。

（1996年3月麗日）
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調査期間 調査面積

Iが

調査原因

いんだだい6
陰田第 6

いんだ60どうふん陰田60号墳

いんだ66ごうふん陰田66号墳

い　ん　だ　ま　の
陰田マノ

か　ん　や　ま
カンヤマ

きゆうこういけちく
久幸池地区

い　ん　だ　ま　の
陰田マノ

か　ん　や　ま
カンヤマ

つつみのしもち　く堤ノ下地区

とつとりけんよなごし
鳥取県米子市

いんだちようあざきゆうこうやま陰田町字久幸山

とつとりけんよなどし鳥取県米子市

いんだちようあざきゆうこうやま陰田町字久幸山

とつとりけんよなごし鳥取県米子市

いんだちようあざきゆうこうやま陰田町字久幸山

いんだちようあざきゆうこうやま
陰田町字久幸山

とつとりけんよなごし鳥取県米子市

いんだちようあざきゆうこうやま
陰田町字久幸山、

まがりきゆうこう
曲り久コウ

とつとりけんよなごし
鳥取県米子市

いんだちようあざきゆうこうやま陰田町字久幸山

31202

31202

31202

31202

31202

2－164

2－229

2－632

2－299

2－629

35024′36〝

35024′35′′

35024′36′′

35024′35′′

35024′33〝

133030′52′′

133030′52′′

133030′53′′

133030′46〝

133030′42′′

19940401

～
19951027

19950403

～
19951027

19950403

　（　　）

19951027

19951027

19930401

～
19931217

19930401

～
19931217

7，092

1，985

1，731

道路 （国

道 9号米

子道路）

建設に伴

う事前調

査
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いんだ
陰田

ひ　ち　り　ぎ　こ
ヒチリザコ

いんだこ　いんだ陰田小犬田

いんだかじだん陰田荒神谷

とつとりけんよなごし
鳥取県米子市

いんだちようあざきゆうこうやま
陰田町字久幸山

とつとりけんよなごし
鳥取県米子市

いんだちようあざ
陰田町字

こいんだっつみのしも
小犬田堤ノ下

とつとりけんよなごし
鳥取県米子市

いんだちようあざ陰田町字

こいんだつつみのしも小犬田堤ノ下

かじだんやま荒神谷山

31202

31202

31202

2－628

2－627

2－300

35024′31′′

35024′32′′

35024′29′′

133030′42′′

133030′40′′

133030′37′′

19930401

～
19931217

19940401

～
19941227

19950401

～
19951110

604

7，100

9，824

所収遺跡名 種　 別 主な時代 主　 な　 遺　 構 主　　 な　　 遺　　 物 特記事項

陰田第6

陰田60号墳

陰田66号墳

集落跡 弥生～奈 竪穴住居跡 13　溝　 4 弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器

良、中世 テラス状遺構24　土坑11 瓦質土器、土製晶、円筒埴輪、土馬

掘立柱建物 10　道　 8 瓦、石器、管玉、小玉、鉄器、鉄浮

銅銭、銅製品

墳墓 古墳、

中世

古墳　　　　 2

横穴墓　　　 6

土墳墓　　　 21

陰田マノカ 集落跡 古墳、 竪穴住居跡　 1　集石 2 弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器

ンヤマ ◎久 中世 テラス状遺構 1　土坑 2 土師質土器、土製晶、石器、鉄器、

幸池地区 溝 1 銅銭、石塔類、瓦

陰田マノカ 集落跡 古墳～奈 テラス状遺構 3　 土坑 3 土師器、須恵器、陶磁器、帯の羽口

ンヤマ ◎堤

ノ下地区

良、中世 据立柱建物　 2

溝　　　　　 1

土製品、石器、鉄器、鉄浮

墳墓 不明 土墳墓　　　 1

陰田ヒチリ 集落跡 古墳～奈 テラス状遺構 5 土師器、須恵器、陶磁器、土製晶、

ザコ 良 土坑　　　　 1 瓦、石器、鉄棒

陰田小犬田 集落跡 古墳～奈 土坑　　　　 3 縄文土器、弥生土器、土師器、須恵 墨書土器、

良 河川　　　　　 7 器、瓦質土器、陶磁器、土師質土器、

土馬、製塩土器、土製晶、帯の羽口、

勾玉、瓦、石器、管玉、鉄器、鉄浮

銅銭、銅製品、木製品、漆器

木簡、円面

硯、漆付着

土器の出土田畑 中世 水田畦畔

陰田荒神谷 集落跡 古墳～奈 テラス状遺構 9 土師器、須恵器、陶磁器、韓の羽口

良、中世 土坑　　　　 7 土製品、石器、鉄器、鉄浮、銅銭、

土器溜り　　 1

井戸　　　　 2

石塔類
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